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地域防災 フレームワーク 地震の事例
①②被害の種類 ③事前対策 ④⑤準備、訓練

家屋の倒壊 耐震性の向上 耐震診断、耐震補強
救出・救助訓練

家具の飛散 家具の固定
ガラス飛散対策

家具等転倒防止活動
救出・救助訓練

出火 初期消火 消火訓練

津波 避難 避難訓練

通報 防災無線等の充実 無線などの整備と訓練

情報収集と伝達 伝達網の整備 伝達訓練

安否確認 安否確認網の整備 安否確認訓練

避難誘導 避難誘導 避難誘導訓練

要援護者支援 避難援助 名簿の作成
避難援助の担当者検討

避難所の被災 地域、避難所の状況確認 行政への情報提供訓練

避難所の運営・管理 マニュアルの整備 マニュアル実地訓練

避難所の給食・給水 備蓄 備蓄計画の立案
試食・試飲訓練
反復炊き出し訓練

避難所の要援護者の
生活支援

支援内容の把握 要援護者の支援具体化

余震 応急処置の資器材備蓄 使用訓練

健康管理 健康二次災害防止 チェックリストの作成

自宅・車避難生活 生活課題調査 ライフラインの無い生活体験

自宅・車避難者
の給食・給水

水、食料、災害時トイレの備蓄、買い置きの
推進

試食・使用訓練

災害ボランティア ボランティアセンター運営マニュアルの整備 マニュアル訓練、改善 2



地域防災の専門家リスト（案）
被害 防災・減災対策

防災士の
専門家

協力組織の
専門家(例)

地震発生
ハザードマップの調査
地域の被災歴史の調査

Ａ防災士

揺れ
緊急地震情報の知識
DIG訓練 Ｂ防災士

家屋の倒壊 地盤調査
耐震診断、耐震補強
救出・救助訓練

大学
建築士
消防

家具の飛散 家具の固定活動、
ガラス飛散対策
救出・救助訓練

消防

出火 消火訓練 消防団

津波 避難訓練 市役所

電話の不通 防災無線等の充実 無線士

情報収集と伝達の不能 伝達訓練 自主防災会

居住の危険 安否確認訓練 自主防災会

被災者の混乱 避難誘導訓練 Ｅ防災士

要支援者支援 名簿の作成
避難援助の担当者検討

自主防災会

ライフラインの途絶 行政との情報共有化訓練 市町村

避難所の運営・管理 マニュアル整備・訓練 Ｃ防災士

給食・給水 水、食料、災害時トイレの備蓄計画の立案・実施
試食・試飲訓練
反復炊き出し訓練

Ｄ防災士

要支援者の生活支援 支援内容の把握 Ｅ，Ｆ防災士

健康管理 マニュアルの整備・訓練 保健所

自宅・車避難者の生活支援 マニュアル訓練、改善 Ａ，Ｃ防災士

自宅・車避難者
の給食・給水

水、食料、災害時トイレの備蓄、買い置きの推進
試食・使用訓練

防災士会○○支部

災害ボランティア 他組織との連携強化
マニュアル訓練、改善
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フレームワーク 検討方法
検討順序 地域（市町村、町内、学区なと）ごとに検討する

１ 対象災害の検討
①地震、火山、風水害、原子力、コンビナート、感染症などから
地域の実情を踏まえて優先度の高い災害を対象とする

②ハザードマップを調査する
③地域の災害歴史を調査する

２ 地域で発生する被害を時系列に想定する
①地域性や季節を充分考慮する
②ＤＩＧなどの活用し、できるだけ具体化する

３ 想定被害の事前対策を具体的に検討する

４ 事前対策に必要な準備・訓練ごとに地域のスキルを明確にして、
地域防災組織の計画的活動への組み入れを検討する

５ 地域の実情に沿って短・中・長期の防災計画を立案する

６ 計画に従い防災訓練を実施し、長期計画終了時には全ての事前
対策としての準備・訓練を経験する 4



個人用 防災フレームワーク 活用案
①②被害の種類 ③事前対策 □該当項目をチェックしてください

ハザードマップの入手 □ 入手している
□ 入手していない

家屋の倒壊 耐震性の向上 □耐震診断している
□必要な耐震補強をしている
□家族の救出・救助対策をしている

家具の飛散 家具の固定
ガラス飛散対策

□家具等転倒防止をしている
□応急処置対策をしている

出火 初期消火 □消火訓練をしている

津波 避難 □避難訓練をしている

通報 防災無線等の充実 □携帯電話の充電対策をしている
□無線などの整備と訓練をしている

情報収集と伝達 伝達網の整備 □家族との伝達方法を決めている

安否確認 安否確認網の整備 □家族との安否確認方法を決めている

避難誘導 避難誘導 □家族の避難場所を確認している

要援護者支援 避難援助 □家族の支援方法を決めている

避難所生活 地域、避難所の状況確認 □家族の避難所生活を具体的に想定し、持ち出し用品、
防災グッズを決めている。

避難所の給食・給水 備蓄 □備蓄内容を家族と相談している
□試食・試飲を全員がしている
□ライフラインの無い生活が続くことを想定し、対策
を相談している。

避難所の要援護者の生活支援 支援内容の把握 □介護の必要な高齢者、乳幼児などの
被災生活を想定し準備している

健康管理 健康管理マニュアル整備 □家族の治療薬、食事療法などに関する情報を取りま
とめている。

自宅・車避難者
の給食・給水

水、食料、災害時トイレの備蓄、
買い置きの推進

□試食・使用訓練をしている

帰宅困難、出社困難 通勤方法 □ 方法について計画している
□ 徒歩通勤訓練をしている 5


